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仁I
密
Ji! ノノ尽ノ
開
刀ミ
の
序
合密閉宗は蘭学者宇田川格庵の訳述になるもので、西洋の化学
を組織的に我が国に紹介した最初の化学書との評価が与えら
れ
て
い る
。科学史の面から
、
西洋
化
学の移植の方法などについて研究
が進められ、特 化学用語の基礎となったことが明らかにされてい る
。
所がその果した役割については、漠然と明治以後の化学の
進歩の土台になったと考えられていて、具体的な様子は案外はっきりしていな 。
本研究を始めるに当り、板沢武雄博士より特にその影響に重点
を置いて調べるよう
にと、御教示をいただき、本稿を作成するに
至った。
ここに懇切な御指導をいただいた板沢武雄博士に感謝すると共
に、この一一編を御霊前に捧げ 次第である。
第一章舎密閉宗
本書
は梼庵の訳述になるもので、原本は英国のた酌
l『実験化学
トロム久ドルフ
綱
要』一
七九九年刊で、それをドイツの篤
隆母斯独爾弗が独訳
L
、更
に
和蘭の依百乙が蘭訳したものを翻訳して刊行された
。
原
舎密開宗の影響（向井）
塑E
Eヨ
向
井
晃
本
と
なった蘭
書
に つ
いては熔
庵の手沢本が現存しており
、そ
れは
筆写本で一八
O
三年
刊行のものである
。著者に
は別
に一八
O
四年
刊の九冊本が
あり
、依百乙の化学書は需要があり、
文政二
年、文
政八年から天保十
一年にかけては殆ど毎年、蘭
書
の注文
書
の中に
見出される。
舎密閉宗はその第一篇が「天保八丁酉年三月刻成」とあり、天
保八年（一八三七）に刊行され、計画では十
二
冊刊
行
する
予定で
あったが
、
第七冊が弘
化四年に刊行さ
れ
、
あと未
刊の
稿本が残っ
ている
。
構成は内篇六篇十八巻二百九十五章、外篇一篇三巻三十六章
で
、
毎巻約二十枚の紙数から成っている。
巻頭に戸塚静海の序
、箕作庇甫の依百乙の
原序の漢
訳
をの
せ 、
標
セ－
z
カ
日（目次）に次いで、熔庵の序例をおき、舎密加（化学）の意義
オホムネ
を説明し
、「故一一我ガ
医術製薬
ノ法モ亦大
都此学壊ノ版図ニ帰セ
ザルハ莫シ」と
言
っている
。
舎密の分科につい
て八つ
あげたあと
に
、化学の歴史
に つ
いて、その進歩を四
つに区分
し、「舎密草昧
之世」、「波羅義之世」、「安知波羅義之世」、「越列機多羅舎密
四九
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フランスラホノ、ンル
之世」として説明し、特に第三限に於いて「仏蘭西ノ大賢刺暗白爾
ア
γトネロ
l
レ 、 ノ ト
（副名ハ安対相官、老聯多、一千七百四十三年〔寛保三年〕第八月パνλ
把列斯府一一誕レ一千七百九十四年〔寛政六年い第四月六日没ス。ルブタアン享
1
年五十二）出テ波羅義斯敦ヲ看破シ新一二王説ヲ建ツ之ヲ安
チレ知波羅義之世ト称ス安知ハ看破説破ノ義ナリ此一一於テ天下斯苓爾ノ説－一惑フ乱棟然ト〆其夢頓－一覚メ翁然トメ皆其学－一風扉ス」と、シュタ
l
ルの祖述したフロヂストン説がラヴォアジェの実験によ
って打破られ、ここに近代化学の基礎が出来たことを示している 。
次に元素を説明
L
、当時知られていた元素五十余程の名前をあ
ホトゲニウムカロリキウム
げてい 。この中には 浮多厄扱母（光素）、加羅里究母（温素）、エレキトリカ越列機多里加（越列機素）即ち光、熱、電気があり 物質とエネルギーの区別が明らかでない当時の様子を示している
Q
なおダル
トンの原子説は見当 ない。
更に化合物について、従来の漢名のあるものをも列記してある
が、元素名、化合物名はそのまま現在使用しているものが多く見出される。
各巻の内容は内篇の初篇から五篇までは元素及び無機化合物、
六篇は有機物 外篇は試薬を以て行う分析法、試験法、各種製造法をあげた応川で七 となっている。
ここで注目すべきことは、格
J陥はこの書を単なる翻訳でなく、
技として非常に多くの注なつけたことである。序例で、二十四種の蘭書を引用書としてあげているが、各巻を見 と一史に四十種以上の書名が引用されており、まさに一つの著述とみてよい。
五。
又、各所に搭庵自身実験したことも述べられており、まさに親
試実験の精神を以て椋庵はこの訳業を行っていたのである。
要するに本書は十九世紀初頭の西洋の近代化学を伝えたもの
で、多くの困難を越えて、此のようにまとめて著述を行なったこ主は非常な努力な要したことと思われる。
第＝章舎密閉宗の影響
第一節学術書に対する影響
舎密閉宗の学術書に対する影響は次の童聞を調査してその結果を
記載する。
病学通論、遠回奇器述、震篤児薬性論、万宝新書、人中日密局必
携、化学入門、増訂化学訓蒙、海土砲術全書以上八書である。
病学通論三巻緒方洪庵著
嘉永二年（一八円九）刊
巻之一生機論の項－に
メカニスミユスセ
Z
ス
t
ユスヂ
J
ナ
Z
ス
Z
ユ ス
「造化力の三作川は黙加尼私謬斯・舎密私謬斯・納那密私謬斯是
ヱ ν
れなりょとし、「納那密私謬斯」の説明に「温素・光京・越列キカルハ－一マグネチ幾・瓦爾華尼・末佃押質等の如く権衡以て測る可からざる元素の作用を総称す、蓋 此の諸元素は殆んど無形に屈するを以て、其の 川口ら黙加力 舎密力と其の景況を異 す。川一…出一
u u J
問 一 回 一 例
説せざればい午かに理会し難しと雌ども、此／廿一日の本じ
H
に非ざるが故に、唯比ハの大川町一
合一ぶすのみ向名物考制退、気海鋭刊側、合夜間宗等、共の他の諸事日に就いて参考すべし。
L
とあり、使われている別語などからも合密閉宗が参考とされてい『 心 。
述凶奇器述全川本土平民薩摩府蔵版
嘉永七年三八五四）刊
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凡例の第二項に「一、
玉宵母
、蒲呂謬母、消酸、硫隊曹達、出酸
金ハ舎密閉宗－一出デ越歴的爾瓦繭発尼、麻似出多モ亦舎密閉宗名物考補遺等ニ出ヅ故－一コ、ニ詳－一セズ」とあり、「直写影鋭ダゲウロテ
l
ピ
1
」の項の「…法的母諸淵宗ヲ用井
戸 ア
」とある。
遠副会可器述第二輯全川本幸民
安政六年（一八五九）刊
凡例の第
二項に
「一、篇中所載ノ物名原音ヲ用フル者アリ
。長
ヲ略シテ短ト為ス者アリ。共－一気海観澗広義一一出ヅ。分離術上ノ名称ノ如キハ。舎密開宗－一就テ以テコレヲ求ムベシ。」とあり、「燐柳」の項に「舎密閉宗ノ説－一拠リテ。遊謀柴－ 燐素ヲ溶カシ： ： ・ 」 と あ る 。震篤児薬性論十八冊林洞海
安政三年（一八五六）刊
ヨヂネテウトイオヂユムヒドラルギ
第十冊「解凝剤の内沃実注徳烏多乙沃実母協度羅繭業利の補
沃陳の結晶について寸長ノ正方八面ニ〆鋭角アル琶ヲ結フ
彊按舎密閉宗巻六品形図噛符ノ品ナリ水素 陳般の内蒲経密
烏母
、
斯魯林烏母
彊ほ二金北ハニ合密閉宗巻十五新金属ノ部ニ出ヅ」とある。万宝新書初篇一冊宇田川輿斎
万延元年（一八六
O
）刊
〔三 二 〕
記 号 刊
誌
汁ヲ製スル法の項に
プロセ／
「普魯社
ノ病院－一於テハ、消酸銀ヲ以テ製スル所ノ記号
法汁
一 一 代
へテ。次法ヲ用ル者アリ
オンス
JB
作ドハウセル舎密剤
o
旧秤四分一羅度ノ藍澱ヲ半当
Jノ詐繭良法摂硫酸空白ニ溶カ
舎密閉宗の影響（向井）
シ：：：」とある
J
合密い川必携一一
‘川川上野
彦馬
女久
一 一
年（
一
八
六 二 ）
刊
巻
二
「弗律阿間付」の唄より
7
ル
イ
スパート
「弗ヰ乙蘇把多眼。一門店性及ヒ製法
フリユオル
一名弗律阿耳水素酸〔弗喜〕ト一五0製法弗・斗乙蘇把多抑制川誠一綿
一例 日 寸 断
H川一一、醇厚硫撤
h m
－ キ
テ温ヲ加へ、山山ルトコロノ瓦斯体ヲ貯ス此蒸館桁ハ白金或ハ鉛ヲ以テ製ス」とあり
、
「 亜
一鴎摂尼究母む
ハ、天然純粋ニ佐スル者アリ」として、その説
明に「舎密閉宗日俗名岩見銀山鼠取薬」とある。
化学入門初嗣一冊
慶応三年（一八六七）刊
開成所蘭 化学二科教授
桂川
甫策識
竹原平次郎抄訳堀尾則蔵註
「 化
学電気機械
作用
之論
」の項に
ガルハニセ
「帳トヘバ水ノ如キ瓦
l爾 ｜ 華
l尼
l摂柱ヰ純
一 川 崎
ヲ以テ之ヲ分析スレ
パ銅線ノ両極一一各種ノ瓦斯ヲ生ズ：：：」とあり、
「混和、結合問区別之論」の項に
「 今 消
！ 酸
l加
lE
硝ト格破
l児
l曹
l母 猷 一 一 四 市 場
一 靖 之 一 均 一 円 塩
：」と
あ る 。
化
学入門外航
一 冊
明治二年（一八六九）刊
五
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駿州桂川甫策訳並註
石橋八郎
「 山 解
紡芭」の頃に
「 県 木
合ム
所ノ
物 比 一 信
タシ其
水
o
病ヲ治スルノ惟効ア
ル
物ヲ合メパ
之ヲ鉱水或
ハ康米ト名ツク
月 一 引 い 持 引 け 焔
： ： ： 」 と
あ る 。
化学入門後
編
十目附
明治三年（
一
八七
O
）
l
明治六年（一八七
一 二 ）
刊
第 一
、
二巻駿
州
桂
川
甫策訳並註
石橋八郎桂
川
甫策
加藤宗甫
第三
乃至十巻
訳閲
巻之四下
「酸判明之下」の項に
カメラ
「試批川
薬の
内 、
鉱性
加
黙
刺ノ紅
溶液
（ 了
） 博 一 四 一 山 市 耕 一 刊 に 一 ユ
・ ： 」
巻之八下「満一九担史母
」の
項に
「 千 八
百十八年ニ摂勿児繰多越度消児度ノ阿賢鉱性加黙刺
唯 一 附 刷 認
可 胆 ー 叫 一 泊 ノ 中 一 一 ： ： ： 」
L ι
あ る 。
増訂
化
学訓蒙八冊石
川一 一忠恵
明治六年（一八七一二）刊
巻一緒
言
の項に
「童蒙ノ為一一化
学
ノ措梯ヲ
示
スハ行文節約簡冊短小ヲ以テ使トナ
ス学者此学ヲ精究セ
ン ト
欲セ
パ
宜ク
化
学入
門格物
入門舎密閉宗合
密同必携理
化
新説等ヲ以テ参五ス可シ殊ニ理
化新説ハ
彼有名大家
「 ハ ラ
タ マ
氏ノ口
授
ヲ紀問セシモノニ〆
議論精
確ナ
ル
ハ勿論グ我
曹浅学
ヲ以テ孜々訳
纂
セシモノト異ナリ宜ク上梓成功ノ日を待テ
Ji. 
熟閲ス可シ：：：」とある。
海上砲術全書二八巻
安政元年（
一 八
五四）刊
巻一火薬篇 消
石の項
に 、
「 火
薬
ハ
当今武備ノ根本ナレパ。海ヒ砲術ノ諸業モ。火薬
－ 一
従事
セザル者ナシ
。故
ニ
A 7
此篇先ヅコレヲ論
ズ 。
火薬ハ消石硫黄木炭
三物
ノ和剤ナリ。故ニ火楽ノ強弱ハ。叩チ
此
三物
ノ
精不精
－一係ルナリ」とあ
り
、消
石の説明中に
「 大
気
ハ 酸
素瓦斯
ト
謂
ヒ 。
窒素瓦斯ト謂ヘル二種ノ気類はいが一一い官畑一酬山内
リ
。
コレヲ分チ称
スル及。大気ト混
ゼム寸ヲ恐
ν
テ
。 別 ニ
此名
ヲ立シナ
リ。今姻ト謂ヒ
はト謂ヒ。湯気卜謂フモ亦瓦斯ナリ
。瓦斯ノ穂類ハ。合管凶宗エ出 タ
。大気ハ後ノ放射
清明耕一担ノ相和スル物ナリ。消石中ノ消敵モ。亦大気ト同ジク
。酸素
ト
窒素
一 テ 成 ル 。 一 川 町 … 一 即 時 時 一
MJ1
一MU
叩一但シ大気ト
ハ 。
此
二素
ノ和合
多少異ナルノミ
ナリ
。窒素ハ動物植物
ノ朽腐スル処
ニ生シ。此窒
素大気
ノ
酸素
ニ 和
合シ
テ
消酸ヲ生ジ
此
消限其地－
一 在
ル所ノ加害達加堅苦土
M w k m Z 7 M o
持 制 忠 誠 鴻 。
及
ビ 水 － 一 和
シテ。消石
ト
成ルナ
リ 。
」とあり
、
木炭の説明の項に
「：：：炭ハ質水－一溶ケズ
。
色黒ク味ナシ
。其山
テ成
ル
所ノ原質
ハ
。山チ炭素亜附加里土分一昨山一布団いノ情ナリ」とある。以上、医学、薬剤、応川理学、化
学
、兵
学について
、当時の代
表的な著書につい
てみ
ると
、化
学術語ハ分離術の名称ともいわれ
ている）
、
製法などの説明については参考主として引川され
、
特
に
科学用語に於いては
物
理学
に於け
る
気海観湖
、同広義
と対
比
されて
い る 。
大野文庫蔵版
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第二節教育に対する影響
合密閉宗の教育に対する影響は教育機関に於ける教科書に見る
ことが出来る
。
幕府の洋学施設である開成所に於いては、精煉方、後に化学方
に於いて、使刑された書籍は蘭書、と共に、川「本邦ノ若訳書ハ守旧川椿庵訳舎密閉宗同遠四医方名物考
川本
幸氏重訳化学新書同兵
家須読合密真源柳河春三著写真岡説桂
川
甫策重訳化学通覧堀江埜
次郎閲上野彦馬抄訳合密肋必携等一一シテ」とあげられており、更に
ω
「上梓スルモノ少クシテ多クハ謄写本一一属セリ」と述べられ
ている。
各藩校に於いては、化学は医学関係の来礎科円として設けられ
たものが多く、それも幕末から明治にかけてである。
山口藩（好生堂）、加賀藩（医学館）、岩国藩（岩間帯学校）、
松江藩（修道館）
等
の医学校と、山口藩（博習堂）の兵学研究施
設については、学則に化学に関する学科があり、次第に独立学科として確立している。
教科用
書につ
いては、同徳島藩の医学校では、
漢法一一ハ素問霊枢・本草綱日・傷罪論・金匠一要略・難経・十四
経
・ 千
金方
・外台秘
要方等
洋方一一ハ医範提綱
・解体新書
・
全体新前
・
制
一 日 柑 刈
気海観測
・ 博
物新篇町
一一 日T d
舎密閉宗山店主け遠回医丸
、 マ 名 物
考笈篤児
薬性論・和蘭薬鏡制一山城剤扶氏経験遺訓・西医略論。内科提要 訓 ． は 柑
一療但シ博物新篇
・
全体新論
・
四医略論ヲ除ク外
ハ 総
テ蘭書ヲ訳シタルモノナリ舎密閉宗の影響（向井〉
と規定されている
c
又 、
ω
凹辺地の修道郎の教則には、明治一一一年改定の問書として
は什学の皇漢訳
書の唄に
、
下級下等第型閃解世界肘尽博物一耕
一耐柿遺四洋事情
下
級上等蹴郡志略地球説略博物新制聯邦志略歩軍練
法
中級英国史士官必携万削公法談
天識が院談洋
丘ハ明監慕耳県民ハ要録
上級重学浅説純物学会宿開示化学捉桝
一 二 氏
ハ 符 古
知幾ワシントン軍記
更に
ω
金沢品の金沢学校（朋治四年設立）の中川チ課
業ー
、
普通学
変則の理化に於いて、
二等博
物新編格物入門合密閉宗絵図学
一 一一 等
窮理図解気海観淵
器械名称化学入門合密局秘
携掠械取扱
以上のように舎密開宗は教科
書
として川いられることとなって
おり
、
その尖際の学習方法は如何とみてみると、
前述の
ω
徳
J防法の授業の順序方法としては
洋方ハ聴説会読質問一一〆一六一一一八ノ口気海観樹、医範提綱、内
科提要等ノ講義ヲ聴キホ終リテ博物新篇、扶氏経験遺訓、問医時論等ノ全託或ハ令官利関宗、解体新書、遠回医法、名物考、和蘭薬鋭、窓鰐児薬性論 ノ質問ヲナスヲ常トス
と あ る 。
第三節
産業に対する影響
五‘
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日本工業史（横井時冬著）に、石一骨型の創始の項があり、
ギプス
問「石膏合同討をやき模型を製する法は、天保七年宇田川棺庵の翻訳せし合密閉宗によりてうす／
tI
しりたるものありしかど、当
時その川法を実地に研究するものなかりしかば 空しく歳月合一経過したりし」とし、決国博覧会参同記要の中の技術伝習「本邦石一甘模型製法ノ濫筋」 も同趣旨の記事があり、人平日密閉宗 一一篇巻七
ギプスカルキ
の硫眼加繭京第百四十七草の「義布斯・加爾基」 それである。
明治工業史の化学工業篇に
ω
「徳川の末葉蘭学の降盛を米すや、
泰西の医学、化学の術亦伝来 たりければ、各十慌に於て各程の化学工業を営みたるもの砂からず。就中、硝子の製造は嘉永五年鹿児島棒先づ之を創め、次いで安政年間には福島藩及び山口藩も斯業を聞き、万延一疋年には佐賀藩も亦之に倣へり、当時「舎密閉宗」〔石物考〕と称する訳書ありて、其の中に硝子製造方法を記せり。是等の書籍が斯 企設 重要参考書なりき」とある。合密閉
ピイドロ
宗三篇巻九の破環第百六十二章と巻末に附録と て破環品類 ついて十丁にわたって詳しく種類、製法等が述べられ いる。
石鹸については石鹸の歴史（小林良正）及び花王石鹸五十年史
に各種の文献をよく調売してあげてあるが、舎密閉宗六篇巻十八仰向布第二百八 章のところがそれで、錫布は石鹸 ことでゼ！プである。「同油、亜爾加里ニ和合スレパ錫布ヲ成ス」と述べ、次に綜庵の按で「斜布ノ品類無慮数十柄アリ此レ其之ヲ泣ル泊料ト盟爾加里ノ品川シカラザルニ巾ル」し、「薬川内服 一供スル者ハ
アリ
阿利被或廿崩桃油ト曹述ヲ肝ヒ火ヲ仮ラズ〆製シ勿蹴祭亜文亜里力、ヂセ廿知俣ト呼フ者ハ煮テ製ス」と薬肘石鹸の事を述べ、「洗濯一一泊
五
四
ル下品ノ錫布ハ雑油ト加里ヲ用テ製ス」と更に「其他近日舶載スル所。白峨ノ如クニメ紅肱或青肱間雑〆弱瑠ニ擬シ…に九一日かげ或艶紅桃花ノ如クニ或鮮黄明亮一一〆毒明ト一般弐ナキ者アリ特芳香ニ〆書画小照ヲ鐘メ彩盆一一盛リ画室一一包ム此等ハ呑食剃景ノ川ノミ」と化粧石鹸の輸入が伝えられている。そしてあ主色々な石鹸の製法が述べられている。
大阪製薬業史第一巻には明治期の製薬業界が説明されている
が、その始めに、「合密閉宗」が宇目川棺庵によって書されたのは天保八年であり、これにより今日ノ製薬化学体系が其の第 歩を印したといってよい」と述べている。この中には
ω
「先人に製
薬を聞くの会」というの あり、大体明治十年か 一一十年代のことが話されているが、その一節に、沢田その頃は昇末を使ふから早いこ 製造し くれといふ時代
でしたね。
中藤そうです、出来さへすれば儲かる時代でした
Q
ヨ
l
ドは早
くから製造されてゐましたね
ο
鈴木三郎助邸でも納屋をぷっ
つぶしてヨ
i
ドを研究し、蒸館瓶冒としては硫酸瓶と一フ／プの
ホヤをつないで用い、それにより蒸川してゐたのです。それは（
P
）（東京）へ行った際に親しく見聞した事実なんです
O
K
川京都でもこの方、法安応川してゐる
3
即ち辻々において硫酸
鉄から硫酸をこしらへるときランプのホヤナ川ひたのである。明治より先、宇川川文悔の合密閉宗という化学の本にもこれを示してゐるのです。」
w i
時、大阪には「病理通論一、「扶氏経験遺訓』の存者として有
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名な緒方洪庵が居り
、蘭
法医学を唱え
、又
学塾を開き
、
嘉永七
年
の頃には帥
「当時は病川泊省き
、専ら書生
教導いたし、当今必
要の
剖洋学者
J K
育て候つ
もりに覚
悟し、先づ是を任といたし居申候」
と熱心
に
教育に当っ
た
一υ
適
塾の名を
以て知られていたが帥「医家
の塾とはいへ、其実蘭書解読の研究所にて、諸生には医帥に限らず、兵学家もあり、砲術家もあり本草家も舎密家も凡そ当時蘭学を志す程 人は皆此塾
一に入りて其支度をなす」と言わ
れ
た。医術に
ついては特に臨床に って 輸入
洋楽
を使用した患者を治し
、旧
来の木皮革恨に代えた事実は薬品の需要が変動するきざしをみせたことにな
った。従って洋薬品の需要がお
こ っ
て来た
こ と
に応
じ
る 為 、
洋薬
品製造えの関心が深くなってゆき、不完
全なが
ら各種
器械を工夫考案し 、洋薬品即ち化 的薬品の製造を
具
体化する
機運が生ず
るようになった
。適塾に於
いては、書物を見ながら、
色々な 具 しで、薬品の製遣を行 、塾生の一人で ったω
橋本左内の所持品の内には舎密開宗の名が見えている
。
大
阪製薬業史
に 於 て 、
ω
「 尚 ほ
特筆すべき
は
宇田
川
格庵によっ
て天保八年
「 舎
密開宗」の著はさ
れた
ことである
。
こ
れは我
国
化
学書
の権輿と称すべきものであり」とし、訳述された薬物
書と共
に凶
「草昧時代の我が製薬界
に一大示唆
を与へた」
主
、そして
附「今日の大阪製薬界の礎石は全くこ斗に投ぜられたといふ 過言でない」と述
べられている。
第三章舎密閉宗の普及状態
普及状態に
ついては
前に述べた事柄に関係が多いが
、
当時の
「 合
密開宗」に対する
評
価、利
用
状況、「
辛 口 密 」
という
言葉の普
舎密閉宗の影響（向井）
及などについて述べてみたい。
尾張
の蘭
方医
、
小沢錦水は知人に語って
、
川 間
「 四
洋医家の
初入
は医範提綱を授け読しめ人身の惣格を
三
経十器としてこ
れ
を詳に
説くなり（中格）西洋医学書店ダき中にブカ
ン
写本五
六冊アリコン
ス印本ヒウ
ヘ ラ ン
ド人の名也什冊和－一テハ扶氏経験遺訓ト云
是ハ委き也近世大成したるハ
合密海宗什冊
板本此書一部ア
レ ハ
医業ハデキル也
」左
言っている。
こ
れを
所持し利用した
者は
、
医者
、
医掌生
、
兵学者達であっ
た
。前述の
緒方塾に於ける
橋本左
内や、後年日本の
薬学界
の
巨頭
となった
間
長井長義が
、
幕末長崎の上野彦馬塾で勉強中
、持参書
類の中
に植学啓原と共
に、舎密甘
一
巻とあるのがそれである
。
明治工学界の先達として有名な宇都宮三郎の経歴談に
ω
「 尾 州
の屋敷
に居る時尾
州石河（一万石
）の家
巨大脇道助と云ふ人
に就
て蘭学を学んだ自分は国に居る時から硝石を持へ り硫黄花其他少し位
薬
品を
刊す
ることを致し
たが夫等は専ら舎
密閉宗
（天保
六年
出版の
宇出
川先
生
の著
書）
に
拠た位であ
っ
た」とあり、更に
伊豆韮山の反射憾で大砲製造に関係し
、
その時に地金の性質と鋳
型の土質について
、
ω
「 此 れ
は砂とカヲリンであるカヲリンとは
陶器にする土で蘭語でも英語でもカヲリンと云ふ（中略）カヲリンのことは合密閉宗に詳し」とある
。
カヲリソについては舎密閉
京三篇巻八磐士第百五
十七章に説明
がある。
隠れたる明治文化の貢献者
、 と
言われ
る
清水
卯三郎は生
家が造
酒
業兼薬
種商で
、
更に近所の医師の指導も受け
、帥「彼
れは
応
用
化
学
など
に就て興味
を有して
居たもの
と 見 え 、
宇田
川
椿庵の訳した
五 五
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『舎密閉宗』（天保八年版）などは夙に精
読
して
居ったさうであ
る。それが機縁となって江戸に出で、箕作院甫に就て蘭学を
学ぶ
こと与なった」と言われている
。慶応
三年、仏国巴里の万国博覧
会に徳川昭武の一行に江戸町人の博覧会出品人の総代の一人として参加し、渡欧して新知識を得、出版
事業
を始めた。
一方国語改
良運動をお し、明
六雑誌第七号に
、『平仮名ノ説
』を掲げ
、そ
の中に
ω
「余カ「舎密ノ階」ヲ訳述シテ同志一一謀ル所以ナリ」と
あり、これは明治七年に著述出版した。全文仮名で『ものわりのはしご』と題する
書
物である。林
韮
が
ω
「水穂屋卯三郎は
漢字
排
斥論を主張し当時既に純粋日本語のみを以て仮名に 化学書を翻訳し上梓 たることあり又是れ卓見 士なり」
Lし賞讃し
て い る 。
舎密閉
宗
は薬品製造に有用であるので、その記
事
は抜
書
きされ
たことと考えられるが、その一例として、
ω
『 舎
密開
宗
名物
考
抜
要全回春堂蔵安政六己未年十一月上旬写之』があり 舎密開宗の燐の項が抜
書
きされてい乙
。
医学、兵学関係以外で意外な人がこれを読んでいる
。
それは
高
麗神社弥宜である高麗大記で、彼の日記で 制『桜陰筆記巻之四』元治二年乙丑の年、二月十三日の項に「晴吹上より舎密閉宗十一より十八迄かり
来る
、一より
五迄返
す」とある。蘭学の内、
最も新しい知識である化学をどのように受けとめたことであろうかと、興味深いものがある。
合密開
宗
は明治の
出
前までは、刊行されていた化
学 占 、 と
しては
唯一のものであったので、化
学
の
意味
には「
合密
」
と
いう
言葉
が
使われることが多かった。
五
書
物の名称に、河野禎
造『合
密便覧
』安政三
年（一八五六）、
上野
彦馬『舎
密
局
必携』文久二年（一八六二）、川本幸民『
舎
密
読本』、『兵家必読合密真源
』
（両者共に写本で安政年間頃に完成
と考えられる）等、著名なものがある。
施設の名称と
して、山口
藩に舎密局〔慶応二年（一八六六）
〕 、
大阪に
舎
密局〔明治元年（
一 八
六八）〕、京都に京都合密
局
〔 明 治
ゴ一年（一八七
O
）〕があり、理化学の研究所として活動した。
「 化
学
」という
言葉
は前述の川本幸民が、万延元年（
一
八六
O
）
に
出版許可願を、仰『万有化学
』
の名称を以て出しているのが現
在文献として
は初見
かと考えられる。次に開成所の一部門である
精煉方が慶応元年〈一八六五）に化学方と改称され、更に桂川甫策による『化学入門』の刊行
、中
国化
学書
『 化
学
初階』の翻刻を始
めとして「化学
」の
名称をつけた書物が明治初年に多く出
版さ
れ、学問の名称としては以後「化学」が使用されていくようになっ た
。
このような中にあって、明治廿六年四月十四日法律第十五
号の「出版法」第
一条には「凡ソ機械
舎
密其ノ他何等ノ方法ヲ以
テスルヲ問ハス文書図書ヲ印刷シテ之ヲ発売シ叉ハ頒布スルヲ出版ト云ヒ：：：」とあり、明治以前では化学というより舎密の が早解りした普及状態の名残りがうかがえる。
結語
「舎密閉宗」は宇田川家が著述を以て本分とする家学の伝統
に
、
桁庵の多年にわたる非常な努力の結果出来たもので
、我が同
の
化
学書
の始まりとされている
。
そして化
学
の学問は医学、
薬学
の面と
、兵学特に砲術の面から待望され℃いたもので た。
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幕末期に於いて、化学の研究を行うのに、化学書の出版された
ものは非常に少く、洋書又はその写本等により、一般に使用出来た翻訳
書と
して刊行されたものでまとまったものは、維新近くま
で『舎密閉宗』のみで、医者、製薬家、砲術家などにとって貴重な指針であった。学問として化学は特に医学、薬学、砲術等の某礎として必須であり、
「舎密閉宗」は参考書として、叉註として
利用する
事ができた。
教育については学問が進むに伴なって、某礎学から学ばねば進
歩が望まれないの 、教育機関に於いては、洋学、医学 兵学関係で、教科として化学がとりあげられ、その際
に教科書と
して化
学では『舎密開宗』が使用されている。
産業方面については
、化学工業への影響がみら
れ
、特に製
薬業
についてはその発達に資 たこと うかがわれる
。
普及状態は医学、兵学にたずさわるものが使用した事は勿論、
特殊な人とし 神官が読んでおりこれは幕末の思想の変革期 一面を示すものと考えられる。後 明治に って活動し 人達が読んでおり、長井長義等のように、後で外国へ留学をし、帰国後日本の科学、更に文化を発展させていくこ が出来た基礎にやは蘭学があったことが明らかにうか える。
以上『舎密閉宗』は幕末より維新にかけて 問研究、教育、産
業の各方面に影響を及ぼ
し、新しい
学問を普及させた意義は大き
なものがあったと考える。資料舎密閉宗七冊
人中日密開宗の影響（向井）
川辻新次
『窓口邦化学之起源』東京
化
学会誌第
一耐第一冊（明治
十一年）七三頁凶同右ω
日本教育史資料弐八六八庁一
ω
同行八一
一 一
九頁
間同有二
一
Aa
六
l
二三七頁
制同右
八六
九頁
同日本工業史（改造文庫）二
O
八頁
制明治工業史、化学工業向三九九頁倒大阪製
薬業
史
第一巻四六八頁
側緒方冨雄「緒方洪庵伝
」（初
版）八
O
頁
凶長与専斎『松香私志」（医学古典集
2
）六頁
仰山口
宗之『全集未収橋本左内関係史料紹介』
（一〉九州
史学
第一じ号四七頁側側同大阪製薬業史第一
巻二四一只
制古川芳秋「尾張郷土文化医科学史放拾遺』一一三一二頁胴
長井長義伝四一一良
側宇
都宮氏経歴談四一買
ω
同右七
六 一 貝
側井上和雄
「 み づ
ほ屋卯三郎、中』新旧時代一の五、五一頁
ω
明
六雑誌第七号
、明治文化全
集（初版）第
十八巻雑
誌給
九
二頁ω
林草『後は昔の記』五四
l
五五頁
ω
令密開宗名物考抜要全、藤井尚久博士旧蔵、東洋文庫所蔵（ 藤
井文庫）
ω
桜陰筆記高麗家所蔵
ω
開版見改元帳二、日比谷間
書
館所蔵
ω
については東洋文庫、片桐一男氏に、仰については日比谷
凶書館
、森睦彦氏に色々
御世話
を戴いたことを感
謝する。
王L
七
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